 eq \o\ac(□,申)

別紙様式１（第２６条）認証申請書の様式【生産行程管理者（有機農産物）用】

特定非営利活動法人　有機農業推進協会
理事長　本城　昇　様

	
	提出年月日：　　　　年　　月　　日
	事務局記入欄

	申請者（生産行程管理者）

組織・法人名（任意の農場名も含む）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)（代表者名）：　　　　　　　　　　　　　印

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),住所)：〒

電話番号：　　　　　　　　　ファックス

携帯電話：　　　　　　　　　Ｅメール 
	認証年月日

	
	受付年月日

	
	受付担当者名

	
	受理年月日

	
	契約書確認日

	
	認証番号

	生産行程管理責任者（申請者と異なる場合のみ記入）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)：　　　　　 　　　　　　　　　　　　　印

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),住所)：〒

電話番号：　　　　　　　　　ファックス：

携帯電話：　　　　　　　　　Ｅメール：
	検査員宛送付年月日

	
	検査員氏名

	
	検査実施日

	
	判定委員会実施日

	
	判定員氏名

	
	

	
	判定結果

	
	備考


認証申請書

日本農林規格等に関する法律の認証の技術的基準を理解し、標記のことについて、特定非営利活動法人有機農業推進協会有機ＪＡＳ認証業務規程第２７条に基づき、関係書類を添えて申請します。

認証の申請にあたっては、以下のことを誓います。

　①特定非営利活動法人有機農業推進協会の要求事項を遵守し、必要な情報を提供すること。

②申請内容に虚偽のないこと。


　③虚偽の申請内容によってもたらされた問題においては、全責任を負うこと。


※申請書一式をコピーしてから原本を提出してください

申請概要

	担当者名
（責任者の名前の前に◎をつけること）
	生産行程管理担当者
	格付担当者

	
	
	

	

	農林物資の種類
	有機農産物
	転換期間中有機農産物

	申請品目区分

（該当に○）
	1野菜（ﾀｹﾉｺ、大麦若葉、明日葉及びｲﾁｺﾞ、ﾒﾛﾝ、ｽｲｶ等の果実的野菜類を含む）

2果実

3米

4麦

5そば

6大豆

7その他豆類（落花生を含む）

8雑穀類（ﾄｳﾓﾛｺｼ、きび、ｱﾏﾗﾝｻｽ等）

9ごま

10緑茶（生葉、荒茶）

11その他茶葉（紅茶の生葉、ﾙｲﾎﾞｽ等）

12コーヒー生豆

13ナッツ類（栗を含む）

14さとうきび

15こんにゃく芋

16パームフルーツ

17きのこ類

18桑葉

19植物種子（ひまわりの種、菜種、亜麻の種等）

20香辛野菜、香辛料原料品（ﾊｰﾌﾞを含む）

21カエデの樹液
22その他の農産物（1～21以外）

　（具体的な品目：　　　　　　　　）
	1野菜（ﾀｹﾉｺ、大麦若葉、明日葉及びｲﾁｺﾞ、ﾒﾛﾝ、ｽｲｶ等の果実的野菜類を含む）

2果実

3米

4麦

5そば

6大豆

7その他豆類（落花生を含む）

8雑穀類（ﾄｳﾓﾛｺｼ、きび、ｱﾏﾗﾝｻｽ等）

9ごま

10緑茶（生葉、荒茶）

11その他茶葉（紅茶の生葉、ﾙｲﾎﾞｽ等）

12コーヒー生豆

13ナッツ類（栗を含む）

14さとうきび

15こんにゃく芋

16パームフルーツ

17きのこ類

18桑葉

19植物種子（ひまわりの種、菜種、亜麻の種等）

20香辛野菜、香辛料原料品（ﾊｰﾌﾞを含む）

21カエデの樹液
22その他の農産物（1～21以外）

　（具体的な品目：　　　　　　　　）

	申請ほ場
	ほ場数　　ほ場
	面積　　　ａ①
	ほ場数　　ほ場
	面積　　　ａ②


全耕作面積の内訳
	有機JAS申請（転換期間中含む）
	①＋②　　　　ａ
	有機JAS申請ほ場と同じ作物の作付があるか否か

	有機JAS非申請
	有機JAS申請ほ場以外の有機ほ場 ※
	　　　　　　ａ
	あり　・　なし

	
	非有機ほ場
	　　　　　　ａ
	あり　・　なし


※　有機ほ場とは、有機農業推進法第２条に基づき、化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用しない農業を行っているほ場のことです。
生産行程管理担当者・格付担当者履歴書　　　　　年　　月　　日現在

	ふりがな
氏名
	年　　月　　日生（満　　歳）


	ふりがな　　

現住所　　　
	電話

	
	FAX

	ふりがな

連絡先　　　　
	電話

	
	FAX

	該当する担当名に○をつけて下さい
１．生産行程管理責任者　２．生産行程管理担当者　３．格付担当責任者　４．格付担当者

	年
	月
	学歴（最終学歴をご記入ください）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	年
	月
	職歴（農業の実践・指導・調査研究の経験がわかるようご記入ください）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	受講歴
	受講した区分・講習会受講認証機関について、該当するものを○で囲んで下さい。　　　　　　
受講日　　　　　年　　月
区分
・生産行程管理担当者（有機農産物及び有機飼料（調整又は選別の工程のみを経たもの）

・生産行程管理担当者（有機加工食品及び有機飼料（調整又は選別の工程以外の工程を経たもの）

・格付担当者

・小分け担当者
講習会受講認証機関名

・有機農業推進協会
・その他の登録認証機関等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・日本農林規格協会
 　

	検査員確認

	


	ページ

	


	ページ

	


	ページ

	


	ページ

	


栽培農地の登録申請書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ａ 

	ページ

	


	ほ場番号


	所　在　地
	育苗用（該当するならば○）
	面積（ａ）
	有機区分

(該当に○)
	有機生産開始年月日（日本農林規格に基づく有機生産を開始した年月日）
	検査員確認欄

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	
	
	
	
	1.有　機

2.転換中
	
	

	有機申請ほ場小計
	　　箇所
	
	
	
	

	転換期間中申請ほ場小計
	　　箇所
	
	
	
	

	申請ほ場合計
	　　箇所
	
	
	
	


注）育苗に使用している農地・施設（ハウス等）は、育苗用の欄に○をつけてください。

	ページ

	


認証申請対象ほ場地図　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ 

検査員確認欄


	ページ

	



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査員確認欄


申請ほ場の概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 Ｃ 
	ページ

	


ほ場番号は、　Ａ　　栽培農地の登録申請書に合わせてください。
「隣接地の状況」の「慣行ほ場」には、非申請の有機ほ場も含みます。
	ほ場

番号
	
	ほ場

面積
	　　 a
	
	隣接地の状況

(該当に○)
	土　地使用者
	境界措置
	検査員確認欄

	
	
	
	
	
	
	
	距離
	緩衝物・緩衝地帯の状況
	

	ほ場周辺図（水田の場合は用水の状況、ハウスの場合は立地状況を明確に記入。方位を記入。）
	Ａ


	1.慣行ほ場
2認証定有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｂ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｃ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｄ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｅ
	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	空散対象ほ場が100m以内にあるか（該当する方に○）　ある・ない

その他ほ場周辺の汚染源（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ほ場

番号
	
	ほ場

面積
	　　 a
	
	隣接地の状況

(該当に○)
	土　地使用者
	境界措置
	検査員確認欄

	
	
	
	
	
	
	
	距離
	緩衝物・緩衝地帯の状況
	

	ほ場周辺図（水田の場合は用水の状況、ハウスの場合は立地状況を明確に記入。方位を記入）
	Ａ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｂ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｃ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｄ


	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	
	Ｅ
	1.慣行ほ場
2.認証有機ほ場
3.その他

（　　　　　）
	自

・

他
	　ｍ
	
	

	空散対象ほ場が100m以内にあるか（該当する方に○）　ある・ない

その他ほ場周辺の汚染源（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	ページ

	


緩衝地帯内で栽培した農産物の処理に関する確認　          Ｄ 
（該当する方にチェック）

　□緩衝地帯内で農産物を栽培している

　□緩衝地帯内で農産物を栽培していない

有機農産物の認証申請を行うほ場の緩衝地帯内で栽培した農産物については、有機農産物として格付することはできません。必ず、緩衝地帯内で栽培した農産物の処理記録を残してください。
緩衝地帯内で農産物を栽培している場合、下表に緩衝地帯の場所・作物名・緩衝地帯内で栽培した農産物の処理方法を記入してください。
	緩衝地帯の場所
	作物名
	処理方法
	備考
	検査員確認

	（例）

１番ほ場Ｂ側
	（例）

トマト
	（例）

自家消費
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	ページ

	


施設等管理記録報告書　　　　　　　　　　　　　　　　 　 Ｅ 
生産、輸送、選別、調整、洗浄、貯蔵、包装等に係る施設

※単位はメートル法で、１棟ずつ記入してください。

※新たな番号は前年までの番号と重複しないように申請時からの通し番号にしてください。
	番号
	施設名
	面積

（縦×横）
	高さ

	所有区分

(該当に○)
	有機・慣行

区分

(該当に○)
	慣行併用の場合には清掃・区分方法を記入すること
	施設内での薬剤等の使用状況
	検査員確認欄

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	

	
	
	
	
	1.個人

2.共同
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	
	


注１）生産施設とは、機械・器具、肥料等の物品倉庫のことを指します（育苗用は除く）。

注２）様式 Ｆ 施設の図面と番号を揃えて記入してください
	ページ

	


施設の図面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 Ｆ 

	検査員確認

	



	ページ

	


機械・器具管理記録報告書　　　　　　　　　　　　　　　 Ｇ 
	番号
	機械名
	所有区分

(該当に○)
	有機・慣行
区分

(該当に○)
	委託・慣行併用の場合は

洗浄方法を記入すること
	検査員確認欄

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用

2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用
2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用
2.慣行併用
	
	

	
	
	1.個人

2.共同

3.委託
	1.有機専用
2.慣行併用
	
	


※できるだけ有機専用が望ましいですが、慣行併用の機械・器具がある場合には現場の機械・器具にそのことがわかるような表示をしてください。

使用種苗リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｈ 
	ページ

	


申請前２年間（多年生の場合は３年間）に使用したものを記入してください。
※できるだけ品種名も記入してください。

※「植付け後にほ場で持続的効果を示す化学的に合成された肥料・農薬」とは、例えば、化学肥料等を被膜で覆うことにより肥料成分の溶出量や溶出期間等を調節した肥料やネオニコチノイド系の農薬のことです。（多年生作物の苗については、「植付け後にほ場で持続的効果を示す化学的に合成された肥料・農薬」を使用していないことを示す種苗会社の証明書も添付してください。）
	番号
	作物名

（品種名）
	種・苗
	生産者／

入手先等
	有機

または

非有機

(該当に○)
	採種後に非薬剤処理または

薬剤処理(該当に○)
	植付け後にほ場で持続的効果を示す化学的に合成された肥料・農薬の使用の有無

(該当に○)
	有機または薬剤

処理されて
いないものの
入手困難な理由
	検査員確認欄
	非遺伝子組み換えの検査員確認欄

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　　　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	

	
	（　　　　 　）
	種・苗
	
	1.有　機

2.非有機
	1.非処理

2.処　理
	1.あり

2.なし
	
	
	


	ページ

	


投入資材リスト（ほ場）　　　　　　　　　　        　 Ｉ 
	ページ

	


（肥料・土壌改良材・農薬・ほ場内で使用するプラスチック資材及び紙マルチ）

購入資材については、有機農産物の日本農林規格第４条別表１に規定する以外の物質が含まれていない旨、別表２，３の資材については、別表２，３の基準に適合している旨を、その資材の発売元あるいは製造元に別添書式の「有機ＪＡＳ規格適合資材証明書」もしくは同等の様式により毎年必ず確認を求めて下さい。
農林水産省ホームページにリンクを掲載した資材リストの資材については、「有機ＪＡＳ規格適合資材証明書」は必要ありませんが、その資材については、次頁の様式Ｉ－２の方に記入してください。

　　申請前２年間（多年生栽培の場合は３年間）に使用したものを記入してください。

	番号
	資材名
（原料等）
	製造者

製造元名称
	購入

年月
	年　間

使用量

/10a
	使用目的
	使用した申請ほ場番号
	検査員確認欄
	証明書
の有無

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


投入資材リスト（ほ場）　　　　　　　　　        　 Ｉ-２ 
（農林水産省ホームページにリンクを掲載した資材リストの資材）
	ページ

	


農林水産省のホームページにリンクを掲載した資材リストの資材については、「有機農産物のＪＡＳ資材評価手順書」３頁にあるとおり、投入する資材が資材リストに含まれていることを確認した日を記録しておく必要がありますので、資材リストに記載された登録番号および資材リストの公開機関の名称とともにその資材リストの確認日も記載してください。

過去１年（前回申請から今回申請までの間）に使用したものを記入してください。

	番号
	資材名
（リスト記載の登録番号）
	資材リストの公開機関の名称
	資材リストの確認日
	購入

年月
	年　間

使用量

/10a
	使用目的
	使用した申請ほ場番号
	検査員確認欄

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


	ページ

	


申請ほ場別栽培管理記録書　　　　　　　　　　　　　　　  Ｊ 

	ページ

	


　　申請前２年間（多年生栽培の場合は３年間）の栽培管理記録を記入して下さい。

	ほ場番号
	
	ほ場面積
	
	期間
	年　　　月

～　　　　　　　年　　　月

	年月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	＜作物名一覧＞
作付面積

	栽培記録
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備  考　  施肥 → ●   播種 → ○   定植 → △   収穫 → □　
          栽培中止（枯死等）→× 


	検査員確認欄

	実際の作業を記入して下さい。
（病害虫防除）

（雑草防除）
	


	ページ

	


有機育苗管理記録書　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｊ-２ 

有機ほ場に使用した苗の育苗を、申請ほ場以外の育苗箱等の施設でおこなっている
場合に限り、申請年の前年及び前々年に行った育苗栽培について記入してください。
	育苗場所
	
	期間
	　　　　年　　月

～　　　年　　月

	育苗に使用した用土名・肥料名


	用土名
	製造者・製造元名称
	確認書の

有無
	検査員

確認欄

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	育苗記録


	年月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	栽培作物名

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（備考）施肥→●　播種→○
	検査員確認欄

	
	
	


	ページ

	


収穫から格付・出荷までのフローチャート                 　Ｋ 
収穫から格付、出荷までの行程をフロー図で記入してください。
	


	ページ

	


	検査員　　確認欄

	


申請ほ場別作付計画（申請者名：　　　　　　　　　　　　 ）Ｌ
年（　　　年　　月～　　　　年　　月）

	ページ

	


調査月に関わらず、年間計画作成後、速やかに事務局に提出してください。
（計画作成日　　　　　　　年　　月　　日）
	ほ場
番号

	面
積
(a)
	栽培予定
作物（品種）

	使用予定肥料
及び
土壌改良資材名
	使用
予定量
（㎏）
	作業実施計画
施肥→●　播種→○
定植→△　収穫→□
	備考

	検査員
実施
確認

	
	
	
	
	
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


記入上の注意　


字はくずさず正確にご記入ください。


学歴については、最終学歴をご記入ください。農学関連の学校・学部・学科を卒業されている場合は、それらがわかるようご記入ください。


職歴については、農業経験年数・農業の指導年数・農業の調査研究年数が明らかにわかるようご記入ください。　








自宅を含めた農地全体の分布がわかる地図、水田がある場合は水系図あるいは用排水路図を添付してください（役場などで配布される農地図を利用してもよい）





◎航空防除の影響の有無





確認





空散対象ほ場（ラジコン散布を含む）が、申請ほ場から100ｍ以内に存在していますか。


どちらかに○をつけてください（ある・ない）


あるに○をつけた場合は、空散ほ場と申請ほ場の関係がわかるように地図に書き込んでください。


※地図に書き込めない場合は別途地図を添付してください（手書きでも可）











（注）　Ｅ　に記載した施設の番号と平面図（面積を併記）を、方位、出入り口、有機農産物・有機飼料とそれ以外の農産物・飼料が混合しないような構造であることがわかるように記入して下さい。








有推協　生産行程管理担当者認定申請書（１版））_
PAGE  
有推協　生産行程管理者（有機農産物）認証申請書 (改正１１版2023.4)【　　　　　　　　　　】　1/16

